
　卓越した研究シーズを活かした次世代電子デバイスの研究開発と、電子デバイスイノベーションを創出できる人材

の育成を目指すグローバルCOEプログラム「次世代電子デバイス教育研究開発拠点」。本拠点の多様な教育プログ

ラムのひとつである第１回学生主催国際会議（SCIENT2008）が、2008年7月31日～8月1日の2日間にわたり大阪大

学銀杏会館で開催されました。 

　SCIENT2008の最大の特徴は、講演者の選出や講演依頼から広報活動、当日の運営にいたるまで、国際会議運営

の全てのプロセスを博士課程の学生が実践したことです。幅広い研究分野の講師を自ら招き、会議全体を運営する

ことにより、積極的に国内外の研究者と交流を深め、プロジェクト運営の経験を積むことができたはずです。本会議

の経験が今後さらに学生の視野を広げていくことが期待されます。

大阪大学グローバルCOEプログラム「次世代電子デバイス教育研究開発拠点」
4

Student Conference on Innovative Electronic Topics
(SCIENT2008)

広い視野と深い懐をもつ人材育成のために

●2008年7月31日（木）

－基調講演

中村修二（米・カリフォルニア大学サンタバーバラ校）

Cathy Foley（豪州連邦科学産業研究機構） 

－招待講演

Franky So（米・フロリダ大学）

Marc A. Eberhard（英・アストン大学）

－オーラルプレゼンテーション

●2008年8月1日（金）

－基調講演 

Jian Chen（中国・南京大学） 

Christian Pedersen（デンマーク工科大学） 

Edward Yi Chang（台湾・国立交通大学） 

Zheng-Ming Sheng（中国科学院物理研究所）

－オーラルプレゼンテーション／ポスターセッション

－閉会式・表彰式 
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第１回学生主催国際会議　主要プログラム



講演テーマは、自身の研究の中心であるLED（Light Emitting Diode）をはじめとする固体照明の現状と展望。まずは



について、数値シミュレーションによる理論的な検討結果について報告がなされました。

高品質なNbN超伝導極薄膜を作製し、テラヘルツ光の検出に有用なホットエレクトロンボロメータ（HEB）、および量

説明に加えて、実用化の可能性についての質問にもお答えいただきました。



実行委員長

実行委員

柴田 一範

首藤 浩文

尾島 正禎

三成 英樹

木原 崇雄

澤田 大輔

○実行委員長／柴田一範・博士後期課程２年

 SCIENT2008では6人の学生で実行委員会を組織しました。どの方に講演を

お願いするかに始まり、講演依頼の交渉やお金の問題まで、普段の研究生活

だけでは得られない様々な経験を積むことができました。委員の中には国際

会議の経験がない学生もいたので、正直なところ初めは不安でした。しかし、

今回はグローバルCOEという枠組みがあり、拠点リーダーの谷口先生と事務

局の許可さえいただければあとは任せてもらえたので、スムーズに進めることができたのだと思います。

　個人的に最も印象深かったのは、研究室の垣根を越えた協働を通じて学生や先生方と交流できたこ

とです。私は他の電気系研究室の学生との交流がこれまで非常に少なかったのですが、専門分野が異

なる学生たちと一緒にSCIENT2008に参画できて本当によかったです。定期的な会議での議論を通じて、

彼らと遠慮なく話せる関係を構築できたことは、私にとって大きな財産です。これは委員全員にいえるこ

とだと思います。先生と話す機会もふえたので、これからは先生方にも気軽に質問ができるんじゃないか

と思っています。加えて、会議当日には、異分野の研究に関する話を聞くことができ、大変刺激を受け

ました。あまりよく分からなかったSQUIDへの理解が深まったことで、研究の可能性が広がりました。

　大学では、専門分野を掘り下げることはもちろん重要なのですが、同時に外を見渡す余裕はなかった

ように思います。そのような環境の中で、SCIENT2008により専門分野を越えた交流が進んだということ

は、大阪大学にとっても非常に大きな成果であったと言えるでしょう。 

○実行委員／首藤浩文・博士後期課程２年

　実行委員６人で役割分担をしたわけですが、私は英語でのやりとりに慣れて

いたので、主に講演者の招聘係を努めました。今回のように各国の最先端に

おられる先生方に来ていただく国際会議では、少なくとも１年間の準備期間が

あるのが普通です。しかし、SCIENT2008はこの4月に突如開催が決定したた

め、たった４か月で形にしなければなりませんでした。まずは学生たちにどの

先生の講演を聞きたいかを自由に挙げてもらい、得票の多かった先生にアプローチを開始。先生方に

ついてそれぞれどのような業績と考えをおもちの方かをよく調べ、お一人ずつに異なる方法で依頼をし

ました。先生の研究内容についていかに関心をもっているかはもちろんのこと、学生として多くのことを

吸収したいという熱意を明確に見せたのが奏功したと思います。結果として、自分たち学生が最も会い

たいと望んだ素晴らしい先生方に来ていただけたことに大変満足しています。

　さらに、今回何より収穫だったのは博士後期課程2年の学生たちと知り合えたことです。同級とはいえ

各々が研究室に入ると意外に交流がないので、SCIENT2008をやり遂げたことで各分野に友人がふえ

たことが嬉しかったです。
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実行委員の声

SCIENT実行委員会

シ ン ポ ジ ウ ム レ ポ ー ト

SCIENT実行委員に谷口拠点リーダーより功労賞が贈られました。


